関西現代音楽交流協会（ＫＭＭＡ）
第52回現代音楽作品の夕べ
2016年10月29日（土）16:30　開演（16:00開場）トントレフ・ヒコ
主催：関西現代音楽交流協会(KMMA)　後援：大阪音楽大学　大阪音楽大学同窓会《幸楽会》　

大阪成蹊大学　大阪成蹊短期大学　相愛大学　沙羅の木会（相愛大学音楽学部同窓会）　安田音楽制作事務所　高石市音楽家クラブ　協力：トントレフ・ヒコ
ご挨拶
本日は、関西現代音楽交流協会の演奏会「第52回現代音楽作品の夕べ」にお越しくださり誠にありがとうございます。

当協会は、音楽文化の普及と発展に寄与することを目的に1986年に設立されました。今年で創立30年を迎えましたが、その活動は必ずしも順調であったわけではありません。2001年からの4年間は、出品・出演希望者が少ないために演奏会を開催することができず、また会員数の減少が続いておりました。しかし、田中邦彦 前々委員長による体制の刷新と、大澤弘之 前委員長による組織の整備、また内藤正彦 現事務局長をはじめとする役員諸氏の尽力により、当協会の活動が社会的に一定の評価を受けるようになりました。現在、作曲家と演奏家の会員数は合計103名（休会者を除く）となり、積極的な活動を続けています。

本日の演奏会のプログラムは、作曲家会員と演奏家会員の相互の交流と協力、また、会員以外の演奏家の方々の暖かい賛助によって構成されています。それぞれの作品と演奏を通じて表現される魅力的な世界を、最後までお楽しみくだされば幸いです。末筆ながら、本日の演奏会にお越しくださいました皆様の益々のご健勝とご活躍をお祈りいたします。 

関西現代音楽交流協会委員長

永田 孝信

プログラム
J. フランセ　作曲
無伴奏フルートのための組曲　
フルート：赤澤 香住
内藤 正彦　作曲
　「ミニアチュール」
ギター：西里 博喜
岡田 正昭　作曲

　クラリネット二重奏曲「Wavlet Ⅱ」
　　クラリネット：眞崎 美紗登　バス・クラリネット：仙䑓 玲
近藤 浩平　作曲

ヴィオラとピアノの為のソナタ「２月の森」作品120
　ヴィオラ：細川 泉　ピアノ：東山 洸雅
I. メデェック（IVO MEDEK) 　作曲

「ミグレーシャン　（Migrations for solo marimba)」
　　マリンバ：相澤 睦子

＝休憩＝

木下 牧子　作曲
「悲しみの枝に咲く夢」より（詩：大手 拓次）
心のなかの風、夜の薔薇、ゆふぐれ
ソプラノ：片山 賀子　ピアノ：小笠原 真也
大澤 弘之  作曲
　「雪のララバイ」（詩：高丸 もと子）

内藤 正彦  作曲
「ヴォカリーゼ」
　ソプラノ：黒田 恵美　ピアノ：大山 由紀子

高 昌帥　作曲
　「谷川俊太郎の詩によるコラージュ」
1． そのかみのかぜ　２．ことばの円柱　３．じゃあね　４．ごあいさつ　５．ふえ
　　バリトン：安田旺司　ピアノ：阪田みゆき

前田 正博　作曲

　木管５重奏曲（2016）
ひまわりくぃんてっと　
フルート：大升 良美　オーボエ：中山 房子　クラリネット：古賀 喜比古
ホルン：伊藤 数仁　ファゴット：渡邊 悦朗
演奏会終了後にワイン小レセプションがございます
曲目解説　／　プロフィール
ジャン・フランセ（Jean Françaix）　作曲　
無伴奏フルートのための組曲　（Suite pour flûte seule）
　I : Caprice  Ⅱ : Pavane  Ⅲ : Saltarelle  Ⅳ : Allemande

Ⅴ : Menuet  Ⅵ : Marche

ジャン・フランセ（1912-1997）

フランスの作曲家、ピアニスト。

1912年5月23日ル・マンに生まれる。音楽学者・作曲家・ピアニストを父に、声楽家を母に待つ恵まれた音楽環境で育つ。

6歳で作曲を始め、1922年の最初の出版作品はナディア・ブーランジェの注目を集める。

14歳でパリ音楽院に進み、18歳でピアノ科一等を得る。

その後はピアニストとして目覚ましい才能を見せる傍ら、作曲活動を継続。

軽妙なエスプリとコミカルな筆致で、200を超える作品を遺した多作家であった。

1997年9月25日パリにて死去。

「無伴奏フルートのための組曲」は1962年の作品。

全6曲から成っており、第4曲アルマンドではアルト・フルートに持ち替える指示がある（なければ普通のフルートでも良い）。
＜フルート：赤澤 香住＞

大阪音楽大学短期大学部音楽科器楽専攻（フルート）卒業。

2004年ドイツ・バイロイト、2012年、2015年ドイツ・ハンブルクにて、NDRエルプフィルハーモニー管弦楽団首席フルート奏者ヴォルフガング・リッター氏のマスタークラスを受講。

2005年～2011年あうろすフルートあんさんぶるに所属。韓国、オーストリア、イタリア、フランス等、国内外で公演。 

フルートを中務晴之、平岡洋子、細川順三、清水信貴、ヴォルフガング・リッターの各氏に、ピッコロを清水信貴、マスタークラスにて菅原潤、ミンディ・カウフマンの各氏に師事。 

関西を中心にソロ、アンサンブル、吹奏楽、オーケストラで活動中。　　　
内藤 正彦　作曲

　「ミニアチュール」
この曲はギターで中世のリュート曲を模した小品です。

第６弦は通常のＥからＤに下げられ、全体的に低音域を意識した曲になっています。

和音の第３音を欠いた空虚五度で終始する曲調でありながら、突然maj7の和音が

鳴らされる部分がある等、単なる中世風の作品とも言い難い面も持ち併せています。

旋律的には意識的に逸音を多用し、その結果、少し不思議な響きがする箇所も、

作曲者の意図の一つです。
＜作曲：内藤 正彦＞

大阪音楽大学短期大学部専攻科作曲専攻卒業。作曲を田中邦彦、景山伸夫、藤島昌壽氏に師事。平成22年度関西現代音楽交流協会作曲賞受賞。関西現代音楽交流協会会員。

＜ギター：西里 博喜＞

キャットミュージックカレッジ音楽学校演奏学科卒業。ギターを松本泰士、住友俊洋、古賀和憲の各氏に師事。関西のライブハウス、ホテル、レストラン、バー等で演奏活動をしている。現在は豊中、宝塚、心斎橋に展開している　音楽教室　Laid Back Music School  ギター科講師。関西現代音楽交流協会演奏家会員。
岡田 正昭　作曲

　クラリネット二重奏曲「Wavlet Ⅱ」
Waveletは、さざ波を表す。

音の波紋は、お互いがぶつかり合うことで新しい段階に入っていく。

それ自身が知りえない状況の中で融合と乖離を続けていく。

事物の存在の様はまさに唯物的なものの、その中で起こりうる偶然は時にして観念的なものとしても存在する。

音楽の持つ特殊性の問題は、時としてこの偶然性に依拠するものかもしれない。

今回、演奏していただく若い才能のある眞崎さん、仙臺さんに感謝申しあげます。
＜作曲：岡田 正昭＞
大阪音楽大学大学院修了。

「日本作曲家協議会」「国際芸術協会」「日本童謡協会」等会員。

音楽之友社より「岡田正昭歌曲集」他合唱曲など出版。

TIAA全日本作曲家コンクール連続入賞、牧野由多可賞大賞、洗足現代音楽作曲コンクール、トロンボーンピース・オブ・ザ・イヤー２０１４作曲賞、日本歌曲コンクール、東京国際歌曲コンクール入賞等。

近年、室内オペラシリーズを発表し、演奏、出版を続けている。
＜クラリネット：眞﨑 美紗登＞

大阪音楽大学音楽学部音楽学科卒業。

第1回京都府ソロコンテスト金賞、及び最優秀賞受賞。日本クラリネット協会主催、第8回クラリネットアンサンブルコンクールにて第3位受賞。第27回ジュニアクラシックコンクール第3位受賞。堺学生管楽器ソロコンクール奨励賞受賞。第25回クラシック音楽コンクール最高位受賞、同コンクール入賞者披露演奏会に出演。
これまで赤坂達三、ファブリツィオ・メローニ、セバスティアン・マンツ、フローラン・エオー各氏のレッスンを受講。長門由華氏に師事。現在、吹奏楽トレーナー、講師など指導に力を入れながら、自身の演奏活動に取り組む。　

＜バス・クラリネット：仙䑓 玲＞
大阪府立淀川工科高等学校出身。バスクラリネット専攻生として大阪音楽大学短期大学部に入学。同大学の卒業演奏会に選出。同大学短大専攻科卒業。第10回クラリネットアンサンブルコンクール2位(三社協賛賞)、摂津音楽祭リトルカメリア賞、関西21世紀協会賞を受賞。クラリネット、アルト、コントラと、特殊管も中村真美氏に師事。

今年12月に日本センチュリー交響楽団とバスクラリネットコンチェルトを共演予定。
近藤 浩平　作曲

ヴィオラとピアノの為のソナタ「２月の森」作品120
NHK交響楽団のヴィオラ奏者である飛澤浩人氏と、ピアノの飛澤直子氏の委嘱で作曲され、2012年2月11日（土） 代々木上原ムジカーザで初演された3楽章の作品。

ヴィオラの音もピアノの音も、木に共鳴させた音である。どこかに生えていた木であろう。

2月の森にも様々あり、下草も低木も深い雪に埋もれてブナやモミなどの大きな木が並ぶ雪深い山の森もあり、南の海沿いの椿が咲く照葉樹やつるりとしたヒメシャラやリョウブの目立つ森もある。森の中に岩があって谷の水の音が反響している場所もある。

このソナタが想起させるものは、森の中の様々な気配が共鳴しているような風景である。

緻密で完成された構築物というわけでもなく、誰か個人の感情表現というわけでもなく、森の中にいる時の生き物としての感覚を、ヴィオラの音色で歌い、ピアノに共鳴させた作品である。この作品を完成させた2011年2月の森は、東日本大震災と原発事故が起こる前の森であったことになる。
＜作曲：近藤 浩平＞

2010年ベルリン・ドイツ・オペラ《Klang der Welt Ostasien(世界の音・東アジア)》作曲コンクール第2位(室内楽)。左手のピアノ曲は智内威雄氏、館野泉氏による演奏機会が多く、ベルリンのフィルハーモニーにおける館野泉氏のリサイタルでも演奏された。エイベックスからCD発売、左手のアーカイブおよび音楽之友社から楽譜出版されている。作品はブダペスト祝祭管弦楽団室内楽シリーズ、国際ワーグナー協会総会など世界各地で演奏され再演を重ねている。ギター、ピアノやヴィオラの協奏曲や、野村誠氏とのコラボレーションによる鍵盤ハーモニカ作品もある。2016年9月にはアリゾナ州フェニックスとテンピにて6日間にわたる全プログラム近藤浩平作品、5曲の初演を含む「近藤フェスティバル（Kondo Festival）」がタンデム・デュオ(Tandem Duo)の企画により開催され、アリゾナ州立大学音楽学部にてマスタークラスを行った。日本現代音楽協会、日本作曲家協議会、関西現代音楽交流協会会員。http://koheikondo.com
＜ヴィオラ：細川 泉＞

 京都フランス音楽アカデミーとシャンゼリゼ管弦楽団の共同奨学金を得て、サント・ヨーロッパ古楽音楽アカデミーに参加。京都市立芸術大学院在学中にヴィオラに転向し、同大学院を修了。ジュネーヴ高等音楽院において、ヴィオラを世界的ヴィオラ奏者である今井信子氏に、室内楽をガボール・タカーチ＝ナジ氏の元で研鑽を積み、2014年に修了。
スイスのヴェルビエ音楽祭に参加し、Verbier Festival Orchestra 2014-2016で演奏。シャルル・デュトワ、ダニエル・ハーディング、イヴァン・フィッシャー、ヴァレリー・ゲルギエフ、ズービン・メーターなどの現代を代表する巨匠指揮者の元でオーケストラの研鑽を積む。

スイスの現代音楽祭、アルシペル音楽祭にてアンサンブル・コントルションで演奏する。

2014年9月に、青山音楽記念館バロックザールにてデビューソロリサイタルを開催。

長岡京室内アンサンブルメンバーとして演奏会に出演し、室内楽演奏会にも多数出演。また日本では知られていない、ソロ楽器としてのヴィオラの魅力を広めるため、ソロ・リサイタルの開催、新作の初演など積極的に演奏活動を行っている。http://izumi-hosokawa.com
＜ピアノ：東山 洸雅＞
富山県黒部市出身。4歳よりピアノを始める。京都市立芸術大学音楽学部を経て、東京藝術大学大学院音楽研究科修士課程修了。在学中にティーチングアシスタントとして、ヴァイオリンクラスの伴奏を2年間務める。

2005年第2回富山ピアノコンクールシニア部門グランプリ受賞。同年受賞記念デビューリサイタルを開催。2008年京都音楽協会賞、京都市立芸術大学音楽学部賞を受賞。社団法人日本ピアノ調律師協会関西支部主催第8回よんよんコンサート及び第78回読売新人演奏会に出演。2011年第28回富山県新人演奏会に出演、富山県知事賞及び北日本新聞音楽奨励賞を受賞。2012年第24回宝塚ベガ音楽コンクール1位、あわせて兵庫県知事賞、会場審査員特別賞を受賞。第18回フッペル鳥栖ピアノコンクール3位。2013年文化庁及び社団法人日本演奏連盟の主催により、京都でソロリサイタルを開催。

2014年4月よりドイツのフライブルクへ留学。2015年第6回レプティーンピアノコンクール2位。ハンス・フォン・ビューロー国際ピアノコンクールプロ部門2位。副賞として、ドイツ各地で計3回のリサイタルを行う。また、留学中にDAAD（ドイツ学術交流会）より、日本とドイツの国際交流に対する優れた業績を認められ、奨学金を授与される。フライブルク音楽大学Advanced Studies課程を満点の成績で修了し、2016年3月に帰国。

去る6月には第25回ABC新人コンサートに出演し、最優秀音楽賞を受賞。来年2月19日に大阪のザ・シンフォニーホールで開かれるABCフレッシュコンサートにて、飯森範親氏の指揮で日本センチュリー交響楽団との共演を予定している。

これまでに坂井千春、多美智子、Gilead Mishory、黒川浩、山本二郎、鶴見彩の各氏に師事。現在、京都市立芸術大学大学院音楽研究科博士課程在学中、阿部裕之氏に師事。マックス・レーガーのピアノ作品を研究対象とし、博士論文を執筆中。
イヴォ・メデェック（IVO MEDEK) 　作曲

「ミグレーシャン　（Migrations for solo marimba)」
１９９９年に作曲されたこの曲は当時ドイツはシュトゥットガルトに在住のマリンバ打楽器奏者、相澤睦子氏によって２０００年にチェコはリトミシュルで初演された。題名『ミグレーシャン（移行）』は、基本的原理構造に基づいてその中で不安と動揺の気分の移り変わりを創造している。さらにその原理構造は絶え間なくあらゆる次元で変化していく。この曲は奏者の最大限の集中力と表現力の必要性を要求する。
イヴォ・メデック（Ivo・Medek)（１９５６年チェコ生まれ）は、ヤナチェク音楽大学、大学院作曲科卒業。作曲をアロイス・ピノス氏に師事。ブルーノ工科大学博士課程（コンピューター、ソフトウェア）修了。ヤナチェク音楽大学作曲科教授。アメリカ、ヨーロッパで数々の作曲コンクールで１位受賞。
＜マリンバ：相澤 睦子 >

6歳よりマリンバを始め、大阪音楽大学主席卒業後、テレビ朝日「おはよう６」のマリンバ奏者を１年勤める。その後ドイツはシュトゥットガルト音楽演劇大学大学院で２年半在籍して研鑽を積む。その後も在独にて世界中の有名フェスティバル、テレビやラジオ放送など幅広い音楽活動をする。作曲家別にCDをリリース。プラハ音楽アカデミーやミュンスター音楽大学などで教鞭をとる。２０１６年より日本中心に活動開始する。
関西現代音楽交流協会会員。
木下 牧子　作曲

「悲しみの枝に咲く夢」より（詩：大手 拓次）

心のなかの風、夜の薔薇、ゆふぐれ
「悲しみの枝に咲く夢」は、本日演奏の曲に「悲しみの枝に咲く夢」「林檎料理」が加わった5曲から成る歌曲集です。

(作曲家の解説より)

「悲しみの枝に咲く夢」は女声合唱がオリジナルです。最初から歌曲を意識して書く合唱作品は、普通2部合唱にすることが多いのですが、これはなぜか3部合唱。とはいえ声部を対位法的に絡ませるのではなく、深いハーモニーの支えの上に生命力の強いメロディを載せる、という歌曲的手法で統一しています。
＜ソプラノ：片山 賀子＞

大阪教育大学卒業。尚美学園ディプロマコース修了。修了時に特別奨励賞を受賞。「音楽の祭典2011」「音と動き」「現代音楽作品の夕べ」「大阪学友協会コンサート」等に出演。2013年関西現代音楽交流協会演奏賞を受賞。関西現代音楽交流協会,EIの会各会員。静岡県焼津市出身。

＜ピアノ：小笠原 真也＞

武蔵野音楽大学を首席で卒業。第56回読売新人演奏会出演。さらに同大学院を経て、ドイツ国立・デトモルト北西ドイツ音楽大学に留学。その間ソロ及び室内楽で数々の演奏会に出演。

ピアノを岡野哲也、平野邦夫、故ヤン・ホラーク、F.W.シュヌアー、室内楽を故アンリエット・ピュイグ＝ロジェの各氏に師事。

1992年第6回シューマン・ヤン・チャン国際ピアノコンクール、第19回フィナーレ・リグレ国際コンクールピアノ部門にてディプロマを取得。第8回ヴィオッティ・ヴァルセシア国際コンクールピアノ部門及びロマン派作品部門双方において第4位受賞（1位なし）。

2007年、第18回奏楽堂日本歌曲コンクールにおいて、優秀共演者賞受賞。

京都教育大学音楽科教授。奈良教育大学非常勤講師。
大澤 弘之  作曲
　「雪のララバイ」（詩：高丸 もと子）
風花が舞ってくると、祖母は洗濯物を取り入れに走り、子どもたちは、両手を 空にかざして喜んだものでした。舞いながらの雪を「まいまいこんこ」とは何と 優しい響きの言葉、私は雪と同時に祖母を思い出すのです。（高丸もと子） 民話を音楽にしたような曲を書きたいと思いました。「まいまいこんこ」の言葉から受ける印象によって、幻想的な光景が目に浮かぶようです。（大澤 弘之）
内藤 正彦  作曲
「ヴォカリーゼ」
私は、この曲を作曲する際、大和朝廷が成立する以前の古代の日本に思いを馳せながら作曲致しました。どこか遠い情景を見るような、極く短い前奏から導かれるアルカイックなソプラノの旋律が、ピアノの右手の旋律とは終始重ならず、常に浮遊した状態で歌われていきます。皆様は、どのような感想を持たれることでしょうか。(内藤 正彦) 
数年前に関西現代音楽交流協会の作曲家、大澤弘之先生、近藤浩平先生、内藤正彦先生（五十音順）の作品を一夜で演奏させていただく機会がございました。 その中でも特に印象に残った二曲をこの度ソプラノの黒田恵美先生と共演させていただけることを大変幸せに思います。(大山 由紀子)

＜ソプラノ：黒田 恵美 ＞
京都市立芸術大学卒業。同大学院修了。全日本学生音楽コンクール大学・一般の部大阪大会第１位受賞。飯塚新人音楽コンク－ル入選。宮日音楽コンクール最優秀賞及びグランプリ受賞。オペラ「ヘンゼルとグレーテル」グレーテル、「森は生きている」むすめ、「ミニヨン」フィリーヌ、「カルメン」ミカエラ等に出演。また「第九」や「メサイア」等のソリスト、各種コンサートに出演。京都女子大学非常勤講師。びわ湖ホール声楽アンサンブル・ソロ登録メンバー。
＜ピアノ：大山 由紀子＞
相愛大学音楽学部ピアノ専攻卒業。卒業後、各種新人演奏会出演及び関西歌劇団「魔笛」「イタリアのトルコ人」姫路オペラ協会「ヘンゼルとグレーテル」 毎日放送「サントリー1万人の第九」本番指揮故山本直純氏、大フィル合唱団 ボーン ウィリアムス「海の交響曲」本番指揮 井上道義氏 バッハ「ロ短調ミサBWV232」などの練習伴奏。また国内外のサマーセミナーなどにも積極的に参加、アンリエット•ピュイグ=ロジェ パウル•バドゥラ=スコダ フランス•クリダなど各氏にレッスンを受け、ソロ及び室内楽のレパートリーを拡げる。特に在学中学内公開レッスンにてアンリエット•ピュイグ=ロジェ氏にドビュッシーの2台のピアノのための「白と黒で」のレッスンを受けた事は今日の現代音楽に対する興味に繋がっている。オールショパンプログラムによるソロコンサートはじめソロとピアノデュオによるジョイントコンサートや声楽とのコラボなど各種コンサート。京都聖母女学院児童教育科などの非常勤講師を経て現在はフリーで演奏、伴奏活動を行っている。 2010年京都市社会福祉協議会から表彰される。2011年 国民文化祭京都参加公演「魔笛」また近年は当協会の作曲家諸氏の作品と自身のレパートリー曲目を組み合わせたコンサートを度々行っており、このスタイルは今後も展開したいと思っている。関西現代音楽交流協会演奏会員 京都フランス歌曲協会会員。
高 昌帥　作曲
　「谷川俊太郎の詩によるコラージュ」
2． そのかみのかぜ　２．ことばの円柱　３．じゃあね　４．ごあいさつ　５．ふえ
今回でこの曲を歌うのも３回目となります。初演から早５年、しっかりと熟成した５曲をお楽しみください。

～２０１１年１２月初演　歌・安田旺司　ピアノ・大山由紀子　トントレフ・ヒコにて～

よく知られているように、谷川俊太郎（1931-）は長いキャリアを通じて膨大な数の詩を書いており、そのスタイルも様々です。私（作曲者）は今夜の曲を書くにあたって、できるだけ違った創作時期の出来るだけ様々なスタイルの詩を5つ選び、そこに出来るだけ異なる書式の音楽をつけて、それらを一つのツィクルスに無理矢理括ることでひとつの「コラージュ」のようなものにしようと試みました。～初演時の作曲者のプログラムノートより～
＜バリトン：安田 旺司＞
イタリア国立ローマ サンタ・チェチーリア音楽院声楽科卒業。1995年20歳で大阪音楽大学短期大学部音楽専攻科を中退し、イタリア ローマへ渡る。以後2005年まで11年間ローマにて研鑽を積む。2000年イタリア ヴィテルボ・バロック音楽祭にてオペラデビュー後、イタリア各地でオペラやコンサートに出演。帰国後は滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール専属歌手として2011年まで在籍し数多くの歌劇や演奏会に出演する。2010年2月に安田音楽制作事務所を開設し、滋賀県を中心に多くの自主制作コンサートを企画する傍ら、歌い手としても活動を広げ、関西を中心に多くのオペラやコンサートに出演している。2011年第2回岐阜国際音楽祭コンクール声楽部門第1位ならびに岐阜市長賞を受賞。びわ湖ホール声楽アンサンブル・ソロ登録メンバー。まほろば２１世紀創作歌曲の会・関西現代音楽交流協会 各演奏家会員。滋賀県大津倫理法人会 運営委員。(株)ヤスオン 安田音楽制作事務所 代表取締役。滋賀県大津市在住。
＜ピアノ：阪田 みゆき＞

桐朋学園大学ピアノ科卒業。第３０回日本ピアノコンクール特級の部第2位。ピフレホールにてソロリサイタル開催。兵庫県芸術文化センター神戸女学院ホール、松方ホール、ハーバーホールなどでジョイントリサイタルを開催。現在、混声合唱団コーロKSC、星和台混声合唱団、ハートコール星和台、混声合唱団ハーモニーゆう伴奏者。
前田 正博　作曲

　木管５重奏曲（2016）
フルート・オーボエ・クラリネット・ホルン・ファゴットによる５重奏です。全体は４つの楽章からなり、第１楽章Prelude、第２楽章Scherzo、ここではtuttiとsoloが交互にあらわれます。Soloの部分はオーボエ、クラリネット、ファゴット、ホルン、フルートの順にそれぞれが技巧的なパッセージを演奏します。第３楽章はElegyでオーボエ奏者はオーボエ・ダモーレに楽器を持ち替え、叙情的な雰囲気を醸し出します。後半はクラリネットも重要な役割を果たします。第４楽章はFinaleでこの曲の中でいちばん大きな部分です。旋法的なメロディーを経てテーマが様々な形に展開していき、終盤では対位法的な処理によりクライマックスを迎え、なだれ込むように曲を閉じます。
＜作曲：前田 正博＞
大阪音楽大学音楽学部作曲学科（音楽学専攻）を卒業。卒業後より鈴木英明氏に師事。　関西現代音楽交流協会、国際芸術連盟、日本音楽学会西日本支部にそれぞれ所属。1998年に関西現代音楽交流協会（ＫＭＭＡ）より出たＣＤに<5 movements for Quintet>を、2005年には国際芸術連盟より出た「21世紀日本歌曲の潮流 Ⅸ」に歌曲「欝わ」を、2007年には「21世紀ピアノ音楽の領域 Ⅵ」に<Piano Sonata No.3>を、また2010年には「現代室内楽の諸相 Ⅳ」に<スケルツォ>をそれぞれ収録。
作品には<Duo for Flute and　Violin><Horn,Euphonium and Tubaのための組曲><金管４重奏のための組曲><Metamorphosis for Clarinet, Trumpet and Marimba><Aubade（サクソフォーン４重奏のため）><金管５重奏のためのRhapsodic dance><Sonata for Oboe and Piano><Sonata for Trumpet and Piano>などがある。
＜木管５重奏：ひまわり くぃんてっと＞

2013年関西で活動するプレイヤーで結成。リサイタルや依頼演奏を精力的に行う。2014年に開催された第5回茨木新作音楽展では、大澤弘之、駒井肇、宇野文夫各氏の新作の初演を行い好評を博した。

＜フルート：大升 良美＞

愛知県立芸術大学卒業。フルートを保坂真弓、榎田雅祥、長山慶子、寺本義明、伊藤公一の各氏に師事。平成23年度関西現代音楽交流協会演奏賞受賞。2013年リサイタル開催。ランコントルフルートカルテット、Yoshissimo各メンバー。ESA音楽学院、奈良県立高円高校音楽科各非常勤講師。関西現代音楽交流協会役員。

＜オーボエ／オーボエダモーレ：中山 房子＞
同志社女子大学学芸学部音楽学科演奏専攻卒業。 同志社女子大学音楽学会≪頌啓会≫特別専修生修了。ドイツ国立マンハイム音楽・芸術大学ディプロムコース(学士課程)卒業。ドイツ国立ヴュルツブルグ音楽大学大学院にて研鑽を積む。  清水明、故岩崎勇、インゴ・ゴリツキ、新井伸久、ヨッヘン・ミューラー・ブリンケン の各氏に師事。現在「中山和子・房子～ピアノ・オーボエデュオ」「Ob鈴木健史.Ob/Eh中山房子.Pf中山和子～OBトリオ」「Fl近藤恵美.Ob中山房子.Pf中山和子～トリオNIKO」各メンバー。ドルチェ楽器・奈良県立高円高校音楽科・ナカヤマ音楽教室各オーボエ講師。関西現代音楽交流協会会員。

＜クラリネット：古賀 喜比古＞　
ESA音楽学院卒業後、ベルギー王立リエージュ音楽院クラリネット科修了。日本演奏連盟主

催のクラリネットリサイタルを大阪いずみホールで行う。クラリネットを岩尾眞治、福井聡、

R.マレリス、J.P.プヴィヨン、金井信之に師事。ESA音楽学院、奈良県立高円高校音楽科、

各非常勤講師。Osaka Shion wind Orchestra(旧大阪市音楽団）クラリネット奏者。

＜ファゴット：渡邊 悦朗＞

大阪音楽大学卒業。ファゴットを日名弘見氏に師事する。大阪音楽大学助手、カレッジ・オペラハウス管弦楽団のファゴット奏者を経て現在、宝塚歌劇オーケストラのファゴット奏者を勤める。そのかたわらシンフォニア・コレギウムOSAKA、ファゴットリオのメンバーとして、また、ソロや室内楽の演奏や指導の活動をしている。関西現代音楽交流協会会員。

＜ホルン：伊藤 数仁＞  

16歳よりホルンを始め、相愛大学卒業後、ドイツ国立ケルン音楽大学アーヘン校を修了。2003年、2005年にリサイタルを開催。これまでに、ホルンを野田篁一氏、A・コスター氏に師事。ナチュラルホルンをA・コスター氏に、室内楽をP・プランケット氏に師事する。現在、Osaka Shion wind Orchestra(旧大阪市音楽団）ホルン奏者。
【関西現代音楽交流協会について】

関西現代音楽交流協会は現代音楽を志す人達の交流の環を広げ、その活動を活性化することにより音楽文化の普及と発展に寄与することを目的として1986年に設立されました。
主に関西を音楽活動の中心とする者が会員となっており、現在その数は作曲会員・演奏会員合わせて103名です。これまでに作品発表と演奏活動の場である演奏会「現代音楽作品の夕べ」を、51回主催してきました。

公式ホーム ページ　http://kmma.web.fc2.com/

【会員募集】

関西現代音楽交流協会では、現在作曲会員・演奏会員を募集しています。入会すると本会が主催する演奏会「現代音楽作品の夕べ」に出品・出演することができます。本会に関心を持たれた方は、本演奏会終了後のレセプションにて会員までお問い合わせください。
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